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≪博士論文要旨および審査報告≫
伊集院葉子 日本古代女官研究
――学位請求論文――
 論文要旨 伊集院葉子
日本古代国家における女性の政治参画のあり方を，女官を通じて明らかにする
のが本論文の目的である。
第１章 「古代女官研究の意義と課題」
古代国家形成史研究の進展に比して，女性と政治の問題の解明が遅れ，とりわ
け女官が検討対象にならなかったのは，家父長制成立を前提に考察が進められて
きたからである。関口裕子氏によって古代国家成立時の家父長制未成立が実証さ
れた到達の上に立って，女性を古代国家形成史に位置づけ直し，国家意思決定か
ら排除されていった経過を復元することが，古代国家成立史の解明に利するので
ある。
第２章 「律令女官制度前史――古代国家の成立と女性――」
第１節「臣のヲトメ」『日本書紀』の女性たちは恋愛譚・婚姻譚のなかで描か
れたために，大王のキサキとして召し出されたと理解されてきた。しかし応神紀
の日向の髪長媛伝承で召し出しの際の表記に使用した「覓」「徴」「喚」は，男性
官人の出仕伝承と同じである。『書紀』は，婚姻では「娶」「納」を使うなど，官
仕の場合と使い分けている。髪長媛は退任した父と交替して出仕したのであり，
髪長媛伝承は，地方豪族と王権との人格的結合を女性も官仕という形で担ったこ
とを示している。
第２節「采女論再考」 采女は，５世紀の雄略期に淵源を持つ，国造等からの
「人質」で，大王の性的従属物とみられてきたが，記紀の史料批判と近年の国造
・ミヤケ研究の成果から，６世紀にミヤケを母胎に出仕し「大化改新」で制度化
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されたと考えられる。職掌もカシワデとの共労が基本的なものであった。
第３章 「律令女官制度の成立」
第１節「女史と内記――内侍司の成立と宣伝機能――」 律令制下で天皇の意
思を国家意思として定立する過程における内侍司の職務は，中務省の内記を監理
し詔勅を起草させることであった。天皇から内侍司へ，内侍司から内記へはロ頭
で伝えられる。文章化するのは内記である。口頭伝達と文書行政をつなぐのが内
侍司の役割であった。大宝令制定の当初，内侍司の業務遂行にはロ頭伝達が想定
されていたが，日常的な文書行政が確立する中で，内侍司に令外の職である女史
が設置された。
第２節「女官の五位昇叙と氏――内階・外階コースの検討を中心に――」 女
官の授位は女性ゆえの特殊なものだというのが通説である。しかし，神亀五年奏
によって導入された内階・外階コースは，女性にも厳格に適用されていたことが，
六国史全体の精査で明らかになった。氏を基盤に出仕した女性は族姓秩序に規制
されざるを得なかったのである。
第３節「采女の外五位昇叙」 律令女官の２大供給源である氏女（女孺）と采
女の考選・授位を検討した結果，女孺は五位直叙等の特例を見いだすことができ
るが，采女は，内長上であり，六位以下の時点では内階をたどりながら，五位に
昇る際には必ず外五位を経ていた。外位にあるべき郡領の一族であることを資格
要件としていたためと考えられる。
第４章「氏（ウヂ），家と女官」
第１節「第宅とトジ――日本古代における行幸叙位時の「室」記載によせ
て――」 従来，「室」は高位高官の正妻を意味する言葉だと考えられてきたが，
六国史の行幸授位記事の検討により，『続日本紀』では女官として出仕し宅司と
いう自身の家政機関を有して天皇の行幸を迎えた女性を「室」と記したことが明
らかになった。授位記事の「其室」は，第宅の室（トジ）の意だったのである。
第２節「女官から「家夫人」へ――六国史にみる貴族女性の公的地位――」
夫婦という男女一組を単位として，夫，妻それぞれの社会的地位の変化をたどる
ことで，８～９世紀の貴族層女性の地位の低下をみた。８世紀には廟堂のトップ
と女官のトップの組み合わせが大勢であったが，９世紀には「家夫人」が登場す
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る。男性は官人としての地位を保持する一方で，女性は公的地位を喪失していっ
たのである。
第５章「上毛野滋子論――９世紀の「キサキの女房」の出現契機――」
奈良末期に皇后宮が内裏内に吸収されたのち，後宮十二司も変化し，皇后を頂
点とする後宮秩序の形成が計られたが，９～１０世紀前期の皇后空位で頓挫した。
幼帝の即位によって後宮を支配したのは母后である。母后の「家人」であった女
性が後宮に進出し，公的な地位を得た。史料が乏しい９世紀において見いだせる
具体例が，典侍に補任された上毛野滋子である。
 審査報告
（主査） 専修大学文学部 教 授 荒木 敏夫
（副査） 専修大学文学部 教 授 矢野 建一
（副査） 帝京大学文学部 教 授 義江 明子
伊集院葉子氏より提出された学位請求論文「日本古代女官研究」の内容とそれ
に対する審査所見は，以下の如くである。

本論文の構成は以下の如くである。
第１章 「古代女官研究の意義と課題」
第２章 「律令女官制度前史――古代国家の成立と女性――」
第１節 「臣のヲトメ」
第２節 「采女論再考」
第３章 「律令女官制度の成立」
第１節 「女史と内記――内侍司の成立と宣伝機能――」
第２節 「女官の五位昇叙と氏――内階・外階コースの検討を中心に――」
第３節 「采女の外五位昇叙」
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第４章 「氏（ウヂ），家と女官」
第１節 「第宅とトジ――日本古代における行幸叙位時の「室」記載によせ
て――」
第２節 「女官から「家夫人」へ――六国史にみる貴族女性の公的地位――」
第５章 「上毛野滋子論――９世紀の「キサキの女房」の出現契機――」
本論文は，日本古代における女性の政治参画のあり方を，「女官」の形成・展
開・変質の検討によって明らかにすることを目的に書かれた（A４版２９９枚）論
文である。以下，簡単に各章節の指摘をたどってみると，次のようになる。
まず，第１章「古代女官研究の意義と課題」は，戦後古代史学が家父長制の成
立を前提に考察を進めてきたため，女性と政治の問題の解明が遅れ，とりわけ女
官が検討対象にならなかったことを，古代史学史の検討からたどり，また，戦後
の古代女性史研究を導いた関口裕子氏によって古代国家成立時に，家父長制は未
成立であったことが実証された意義を確認し，その到達を踏まえ，日本古代の女
官の歴史を問うことが重要であることを指摘している。
第２章「律令女官制度前史――古代国家の成立と女性――」，第１節「臣のヲ
トメ」は，『日本書紀』に登場する女性たちの記事を再検討して，これまで大王
のキサキとして召し出されたと理解されてきたが，それらは男性官人の出仕伝承
と同じであり，地方豪族と王権との人格的結合を女性も官仕という形で担ったこ
とを示している。
第２節「采女論再考」は，采女が５世紀の雄略期に淵源を持ち，国造等からの
「人質」で，大王の性的従属物とみられてきたが，記紀の史料批判と近年の国造
・ミヤケ研究の成果から，６世紀にミヤケを母胎に出仕し「大化改新」で制度化
されたと考えられる。職掌もカシワデとの共労が基本的なものであった。
第３章「律令女官制度の成立」第１節「女史と内記――内侍司の成立と宣伝機
能――」は，律令制下で天皇の意思を国家意思として定立する過程における女官
の機構である内侍司に着目し，その職掌が中務省の内記を監理し詔勅を起草させ
る口頭伝達と文書行政をつなぐものあり，やがて，日常的な文書行政が確立する
と，内侍司に令外の官職である「女史」（女性書記官）が設置されることとなる。
第２節「女官の五位昇叙と氏――内階・外階コースの検討を中心に――」は，
女官の授位は女性ゆえの特殊なものではなく，神亀五年奏によって導入された内
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階・外階コースは，女性にも厳格に適用されていたことを明らかにし，氏を基盤
に出仕した女性は族姓秩序に規制されざるを得なかったことを述べる。第３節
「采女の外五位昇叙」は，律令女官の２大供給源である氏女（女孺）と采女の考
選・授位を検討した結果，女孺は五位直叙等の特例を見いだせるが，采女は五位
に昇る際には必ず外五位を経ていた。それは，外位にあるべき郡領の一族である
ことを資格要件としていたためと考えられる。
第４章「氏（ウヂ），家と女官」第１節「第宅とトジ――日本古代における行
幸叙位時の「室」記載によせて――」は，女官として出仕し，宅司という自身の
家政機関を有して天皇の行幸を迎えた女性が「室」と記されたことを明らかして
いる。第２節「女官から「家夫人」ヘ――六国史にみる貴族女性の公的地
位――」は，男女一組の夫婦を単位として，夫，妻それぞれの社会的地位の変化
をたどることで，８～９世紀の貴族層女性の地位の低下をみた上で，８世紀には
廟堂のトップと女官のトップの組み合わせが大勢であったが，９世紀には「家夫
人」が登場することを指摘する。男性は官人としての地位を保持する一方で，女
性は公的地位を喪失していったのである。
第５章「上毛野滋子論――９世紀の「キサキの女房」の出現契機――」は，幼
帝の即位によって後宮を支配した母后の「家人」であった上毛野滋子を検討し，
女官研究の具体的研究に乏しい９世紀に，「私的」従者から公的「女官」（典侍）
に補任された具体例を示している。

日本古代の律令制的官僚制の研究は，野村忠夫氏によって系統的に検討される
ようになり，石母田正『日本の古代国家』の体系的な問題提起を受け，官僚制研
究は早川庄八氏や吉川真司氏らによって進められ，多くの研究成果が蓄積されて
きている。
だが，本論が検討の対象とした日本古代の女官制度についての研究は，僅かな
成果が認められるだけで，戦後の女性史研究も女官制度については，十分に検討
してこなかった研究分野でもあり，研究の必要が望まれるところであった。
本論文は，こうした研究上の欠を埋めるものであり，各章・各節で分析の基軸
に据えた「臣のヲトメ」・「ウネメ」・「女史」・「家夫人」等の論点を摘出し，問題
の所在を明らかにした点は秀逸である。
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また，第２章「律令女官制度前史――古代国家の成立と女性――」の令制前の
「女官」前史についての研究は，今日，五世紀から七世紀の研究の研究が多くの
難しさを抱えている中での分析であり，大王に出仕する女性の存在を独自に抽出
した点は，高く評価できるものである。
とりわけ，本章と第２章第３節「采女の外五位昇叙」へと続く「采女（ウネ
メ）」をめぐる生成と展開・変質の過程の検討は，一つの新しい見通しを提示す
ることに成功しており，本論文の質を保証している。
加えて，第３章第２節「女官の五位昇叙と氏――内階・外階コースの検討を中
心に――」・第４章第１節「第宅とトジ――日本古代における行幸叙位時の「室」
記載によせて――」及び第２節「女官から「家夫人」ヘ――六国史にみる貴族女
性の公的地位――」等の論文に顕著にうかがえる関連史料の充実した提示は，実
証の基礎であるだけに当然といえるものでもあるが，これほどの質量ある女官関
係史料の提示は，かつてなかったことであり，学界に全面的に開示されれば，大
きな反響を呼ぶものと考えられる。この点においても，本論文のもつ意義は大き
い。
このように，本論文は，評価されるべき成果の多いものであるが，今後の研究
の精進に期待をかけたい部分もある。
その第１にあげるべきは，本論文では，比較の対象として中国・朝鮮の女官制
度が簡単な指摘にとどまり，十分に取り上げられていない点は，惜しまれる。
第２に，女官の変質についての見通しは，なお，別途の多面的な検討を要する
ものと考える。それは，本書が根底にしている見通しである，「日本古代の女官
は，氏族を基礎にして出仕することで生成し，氏族的紐帯が形骸化することで女
官はその存立の基礎を失う」という理解を更に掘り下げることを要望するもので
ある。
以上，これらの点を総合的に判断し，審査にあたった３委員は一致して，伊集
院葉子氏に博士号（博士・歴史学）の学位を授与するが妥当であると判定する次
第である。
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 学位授与要記
一、氏 名 ・ 本 籍 伊集院 葉子（東京都）
二、学 位 の 種 類 博士（歴史学）
三、学 位 記 番 号 博歴甲第十六号
四、学位授与の条件 学位規則第四条第一項該当
五、学位授与の年月日 平成二十四年三月二十二日
六、学 位 論 文 題 目 日本古代女官研究
七、審 査 委 員 主査 専修大学文学部 教 授 荒木 敏夫
副査 専修大学文学部 教 授 矢野 建一
副査 帝京大学文学部 教 授 義江 明子
